
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石橋文化センターアートフェスティバル  

日本庭園完成 50 周年記念 ＆ アクロス・ミュージアムコンサート 

水上ステージコンサート 

《日本庭園は、50 年目を迎えます》 

石橋文化センターの日本庭園は、ブリヂストンの創業者であり、造園を趣味とした石橋正二郎自らの構想により造成

されました。 

1971 年 5 月に楽水の池など「水」を強調した第 1 期工事が完成。新築の楽水亭にて寄贈式が執り行われました。翌

1972 年 5 月には、耳納連山の石を使ったロックガーデンなど「山」のイメージを表現した第 2 期工事の庭園が完成

し、石橋文化センターは開園当初の約 2 倍の広さになりました。 

半世紀を経て、風格を増した日本庭園は、四季折々趣のある表情を見せ、市民の憩いの場として親しまれています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤 太一（オーボエ） 

北海道恵庭市出身。 

洗足学園音楽大学を卒業。神奈川フィル

契約団員、Ｎ響アカデミー生を経て、九

州交響楽団に首席奏者として入団。これ

までに首都圏をはじめ国内各地のプロ

オーケストラへ、客演および客演首席と

して招かれ数多くの演奏会へ出演。ソリ

ストとして、九響とモーツァルトのオー

ボエ協奏曲を協演。現在、九響オーボエ

首席奏者、福岡第一高校音楽科講師を務

める。 

山本 朝子（ピアノ） 

福岡県飯塚市出身。 

福岡教育大学芸術課程音楽コース卒

業、同大学大学院演奏学領域修了。現

在、九州を拠点にソロ・伴奏・室内

楽・合唱ピアニストとして様々な演奏

活動を行う傍ら、後進の指導にもあた

っている。中村学園大学・短期大学部

非常勤助手。西南女学院大学非常勤助

手。九州産業大学ピアノ実技指導員。

Maison-F 音楽教室ピアノ講師。 

山口 大輔（パーカッション）  

福岡県久留米市出身。 

東京音楽大学打楽器科を卒業。打楽器・

マリンバを菅原淳、久保昌一、藤本隆文、

宮崎泰二郎、岡田眞理子、田代佳代子の

各氏に師事。北九州国際音楽祭、ながさ

き音楽祭、久留米音楽の祭典などに参

加。現在、打楽器奏者としてオーケスト

ラ、ウインドオーケストラを中心に活

動、後進の指導を積極的に行っている。

コマキ通商から、自身のプロデュースに

よるバスドラム・マレットを発売中。 

田中 美江（ピアノ） 

福岡市出身。 

桐朋学園大学音楽学部を経て、旧西ドイ

ツ国立デトモルト音楽大学へ留学。1982

年首席卒業後、翌年帰国。留学中に第 1

回ブラームス国際音楽コンクール二重

奏部門で最優秀賞受賞。帰国後は「ミュ

ージックステーション福岡」を設立し、

演奏会や講座などの企画、自身の演奏活

動を活発に行う傍ら後進の指導にもあ

たる。現在、福岡女子短期大学子ども学

科特任教授。 

山下 大樹（ヴァイオリン） 

全日本学生音楽コンクール北九州大会

中学校の部 3 年連続上位入賞。全国大

会入賞。オーストリア・Euro Music 

Academy にて名誉ディプロマ受賞。桐

朋女子高等学校音楽科卒業後、旧ウィ

ーンコンセルヴァトリウム私立音楽大

学にて研鑽を積む。これまでに 原田幸

一郎、西和田ゆう、扇谷泰朋、佐藤仁

美、景山誠治、Nicolas Koeckert、Boris 

Brovtsyn 各氏に師事。2020 年 5 月よ

り九州交響楽団第 2 ヴァイオリン首席

奏者に就任。エリザベト音楽大学非常

勤講師。 

須佐 菜々美（フルート）  

福岡市立福岡西陵高等学校を卒業後、

福岡教育大学生涯スポーツ芸術課程音

楽コースにて、演奏学・フルートを専攻

し 2014 年に卒業。大学在学中より、福

岡市内の中学校や高校にて吹奏楽部、

管弦楽部の指導を行っている。これま

でに、梶原里美、前田明子、大村友樹、

脇坂みどり、永田 明 各氏に師事。現在

は、各種イベントにおける演奏家紹介

のほか、自身も演奏活動を行っている。 

～ 11 月 19 日（土）出演者 プロフィール ～ 

～ 11 月 20 日（日）出演者 プロフィール ～ 


